
人のうごき
（18．10．1 現在）

世帯数�10,036� －7
人　口�24,083�－23
 （男）� 11,395�－12
 （女）� 12,688�－11

9 月 中 の
異動状況

出生  21
死亡  16
転入  40
転出  68

今月の主な内容
●宿毛市職員の給与等の公表

●人権ってなんだろう

●ペットボトルごみの出し方

●議会だより

 
・・・・・・・・・・・2～4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5

・・・・・・・・・・・・・・8

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9～15

第１回市民祭宿毛まつり
新しいイベントの「こんぴら男」（写真左下：初代こんぴら男）や、恒例の「宿毛音頭舞踊パレード」（写真右上：
最優秀賞を受賞したイタリア料理セデイコンテ＆ソウルクリームダンススタジオの皆さん）などが行われ、宿毛
の祭りが生まれ変わりました。秋の花火も好評で、多くの市民の皆さんが思い思いの祭りを楽しみました。

No.472

2 0 0 6
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②

盧　人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費とは、一般職・特別職に支給される給与、報酬、退職手当並びに共済組合負担金等のことです。

（注）1．この表は一般職員の給与費について示したものです。
2．職員手当は職員に対して支給される扶養手当、住居手当、通勤手当などであり退職者に支給される退
職手当は含まれていません。

（注）1．現在、市役所に勤務している職員の経験年数別の平均給料月額の実態を示す数字です。
2．経験年数は、採用前に民間企業等に勤務した期間がある場合には、その期間を換算し採用後の勤務期間に加算した年数を
いうものですが、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合には、採用後の年数をいうものです。

（注）宿毛市における初任給および２年後の給料は、平成１８年４月１日から実施している給料の３％減額後の金額です。

区分 住民基本台帳人口 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率 Ｂ－Ａ

（１８年３月３１日現在）

24 ,121人
千円 千円 千円 ％

12,009,571 49 , 245 2 , 860 , 275 24 . 7
１７年度

盪　職員給与費の状況（普通会計当初予算） （単位：千円）

区分 職員数Ａ
給　　　　　　　与　　　　　　　費 １人当たり

給与費Ｂ－Ａ給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

１８年度 283人 1 ,199 , 364 109 , 635 489 , 108 1 , 798 , 107 6 , 353

蘯�職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成18年4月1日現在）

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

338 ,812円 43 . 9歳 41 . 7歳

技 能 労 務 職

平均給料月額 平均年齢

305 ,257円

盻�職員の初任給の状況（平成18年4月1日現在）

区　　　　分
宿 　 毛 　 市

初 任 給

大学卒 154 ,909円

採用２年経過日
給 料 額

171 ,496円

134 , 248円 143 , 560円

国

初 任 給

Ⅰ種　183 ,800円
Ⅱ種　170 , 200円

Ⅰ種　198 , 000円
Ⅱ種　183 , 800円

採用２年経過日
給 料 額

138 ,400円 148 , 000円高校卒
一般行政職

眈�職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年4月1日現在）

区　　　　分 経 験 年 数 １０ 年

大学卒 253 ,655円（32 .6歳）

－

経 験 年 数 １５ 年

309 ,527円（39 .6歳）

265 , 295円（33 .2歳）

経 験 年 数 ２０ 年

345 ,320円（44 .8歳）

高校卒
一般行政職

　
職
員
の
給
与
は
、
生
計
費
、
国
お

よ
び
そ
の
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職

員
給
与
、
民
間
事
業
の
従
業
者
の
給

与
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
与
の
改
定
は
、
こ
れ
ら
の
事
情

を
総
合
的
に
判
断
し
た
う
え
で
必
要

な
条
例
議
案
を
市
議
会
に
提
出
し
、

審
議
さ
れ
た
後
、
改
定
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
給

料
の
比
較
は
「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
構
成
が
、

国
と
同
一
で
あ
る
と
仮
定
し
た
国
の

給
料
水
準
を
１
０
０
と
し
た
場
合
の

数
値
で
、
宿
毛
市
の
場
合
、
平
成
１７

年
４
月
１
日
現
在
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
は
９
６
．７
と
な
っ
て
お
り
、全

国
市
平
均
の
９
７
．６
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　
宿
毛
市
職
員
の
給
与
な
ら
び
に
職

員
数
等
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
詳
細
版
を
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宿
毛
市
の
職
員
の
給
与
等
の
状
況
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眇�一般行政職の級別職員数の状況（平成18年4月1日現在）

眄�職員手当の状況（平成18年4月1日現在）

区　　分 １　　級

主　　事
技　　師

標準的な
職務内容

主　　事
技　　師

主　　査
技　　査

1 6 人

9 . 2 ％

２　　級

8 人

4 . 6 ％

３　　級

3 6 人

2 0 . 7 ％

４　　級

3 8 人

2 1 . 8 ％

５　　級

5 8 人

3 3 . 3 ％

６　　級
計係　　長

主　　任
課長補佐
主　　幹

課　　長
主　　監

1 8 人

1 0 . 4 ％

1 7 4 人

1 0 0 ％

眩�特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）

区　　　　分 月　　　　　　　　　額 期末手当（17年度支給割合）

市 　 長
助 　 役
収 入 役

議 　 長
副 議 長
議 　 員

7 9 9 , 0 0 0 円
6 9 3 , 0 0 0 円
6 2 7 , 0 0 0 円

4 0 5 , 0 0 0 円
3 4 0 , 0 0 0 円
3 1 5 , 0 0 0 円

1.6月分
1.7月分
3.3月分

 6 月期
12月期

計

1.6月分
1.7月分
3.3月分

 6 月期
12月期

計

区　　分

退職手当

期末手当

勤勉手当

宿　　　　毛　　　　市

（17年度支給割合）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の
加算措置

21.00月分
33.75月分
47.50月分
59.28月分

27.30月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

27.30月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

区　　分

扶養手当

住居手当

通勤手当

内　　　　　　　　　容

配偶者
配偶者以外の２人まで月額
その他１人につき月額

13,500円
6,000円
5,000円

12,000円
27,000円

2,500円

借家・借間居住者
　　　　　基 礎 控 除 額
　　　　　最高支給限度額
自宅居住者で世帯主（新築又は購入後５年間）

交通機関等利用者
　　　　　最高支給限度額　　　　55，000円
交通用具使用者
　　　　　2,500円から（片道2㎞以上3㎞未満）から
　　　　　最高15,700円（25㎞以上）

同

同 －

異

－

交通用具利用に
ついて使用距離
等を細分化して
いる

国の制度との異同 国の制度と異なる内容

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

６月期
12月期

計

勤勉手当
0.70月分
0.75月分
1.45月分

期末手当
1.40月分
1.60月分
3.00月分

（17年度支給割合）

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

６月期
12月期

計

勤勉手当
0.70月分
0.75月分
1.45月分

期末手当
1.40月分
1.60月分
3.00月分

国

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額
その他の
加算措置

21.00月分
33.75月分
47.50月分
59.28月分

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

職 員 数

構 成 比

給
　
料

報
　
酬



④

有料広告有料広告

合 　 　 計

普 通 会 計　計

区　　　分 職　員　数
主 な 増 減 理 由 課 ・ 所 名

平成１７年部　　　門

一般行政

特別行政

公営企業

等 会 計

平成１８年

5

5 7

1 8

1

1 8

5

1 4

1 0 8

2 7

2 5 3

4 3

4 3

2 9 6

9

7

4

4 4

6 4

3 6 0

議　　会

総　　務

税　　務

労　　働

農林水産

商　　工

土　　木

民　　生

衛　　生

小　　計

教　　育

小　　計

水　　道

交　　通

下 水 道

そ の 他

小　　計

5

5 2

1 7

1

1 5

6

1 2

1 0 8

2 2

2 3 8

4 2

4 2

2 8 0

9

7

3

4 8

6 7

3 4 7

増減数
対前年

0

－ 5

－ 1

0

－ 3

1

－ 2

0

－ 5

－ 1 5

－ 1

－ 1

－ 1 6

0

0

－ 1

4

3

－ 1 3

事務事業の見直し等

事務事業の見直し

機構改革による課の統廃合

機構改革による係の新設

機構改革による課の統廃合

事務事業の見直し

事務事業の見直し等

機構改革による課の統廃合 等

介護保険制度改正に伴うもの

議会事務局

税務課

建設課

産業振興課、建設課、農

業委員会事務局

商工観光課

建設課

市民課、隣保館、福祉事

務所、地域子育て支援セ

ンター、保育園

保健介護課、沖の島へき

地診療所、環境課

上下水道課

企画課（定期船）

上下水道課

市民課、税務課、保健介

護課、千寿園

企画課、総務課、市民課、

会計課、人権推進課、建設

課、支所、選挙管理委員会

事務局、監査委員事務局

教育長、学校教育課、生

涯学習課、公民館、図書

館、歴史館、青少年育成

センター、学校給食セン

ター（沖の島含む）

眤�部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

（注）本表の数値は、地方公共団体定員管理調査に基づいており、職員数は一般職に属する職員数で、職員数には教育長および休職
者を含み、一部事務組合等への派遣職員ならびに臨時および非常勤職員は除いています。

株式会社　西南葬祭
ＴＥＬ ０８８０－６５－５８５８　FAX ０８８０－６５－５１３１

葬儀にまつわる事全般、お任せください。

２４時間待機　宿毛市錦口１０９８－２問い合わせ先

〒788－0034 宿毛市大深浦686－1
TEL 0880－65－0227
〒788－0047 宿毛市橋上町平野228
TEL 0880－64－0755

代表者 樋口

（大深浦・橋上）
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宿
毛
市
で
も
、
差
別
の
な
い
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
同
和
問
題
・
女
性
・
高
齢
者
・

子
ど
も
・
障
害
者
・
外
国
人
問
題

な
ど
の
人
権
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
被
差
別
地
区
に
対
し

て
の
悪
質
な
差
別
発
言
は
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
差
別
発
言
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
被
差
別
地
区
へ

の
偏
見
や
、
歴
史
の
中
で
つ
く
ら

れ
て
し
ま
っ
た
身
分
制
度
の
仕
組

み
な
ど
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
こ
の
期
間
中
に
、

講
演
会
や
市
内
の
小
・
中
学
校
の

人
権
作
文
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
日
々

の
生
活
の
中
で
、
人
権
と
い
う
視

点
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
気
付
く
と
思
い
ま
す
。

「
人
権
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

講
演
会
や
発
表
会
を
通
じ
て
、
今

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
人
が
人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
、

自
分
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
。

一
人
ひ
と
り
が
周
り
の
人
か
ら
の

や
さ
し
さ
や
親
切
に
助
け
ら
れ
、

ま
た
助
け
て
生
き
る
。

　
「
人
権
を
守
る
」
と
は
、
決
し

て
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

１２
月
４
日
（月）
〜
１０
日
（日）

こ
の
期
間
は

世
界
人
権
宣
言
を
記
念
し
て

人
権
週
間
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
権
啓
発
講
演
会

日
　
時

　
１２
月
３
日
（日）

　
１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師

　
イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
　

さ
ん

演
　
題

「
違
い
が
あ
っ
て
こ
そ
…
」

真
の
『
国
際
化
』
に
必
要
な
こ
と

は
何
な
の
か
。
「
み
ん
な
と
同
じ

で
安
心
」
、だ
け
ど
安
心
す
る
こ

と
が
人
生
の
一
番
の
目
的
で
し

ょ
う
か
？
他
の
も
の
全
部
を
犠

牲
に
し
て
ま
で
得
る
安
心
感
は
、

本
当
の
安
心
感
で
は
な
い
。
仮

に
そ
う
思
っ
て
い
る
人
も
、
そ

う
で
な
い
人
を
認
め
、選
択
す
る

自
由
が
あ
っ
て
い
い
。自
分
が
い

じ
め
ら
れ
な
い
か
ら
い
い
、の
で

は
な
く
、
逆
の
立
場
に
な
っ
た

ら
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
、「
想

像
力
」
を
働
か
せ
て
違
い
を
認

め
合
い
な
が
ら
評
価
し
あ
う
こ

と
の
大
切
さ
を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イ
ン
ド
の
マ
ス
ー
リ
生
ま
れ
。
９

歳
ま
で
過
ご
す
。
１
９
６
０
年
に

来
日
。
以
降
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で

活
躍
さ
れ
、
新
聞
・
雑
誌
等
の
文

筆
活
動
も
旺
盛
で
著
作
物
も
数
多

く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
芋
た
こ
な
ん
き
ん
」

に
出
演
中
。
和
歌
山
県
に
在
住
さ
れ
、

講
演
会
の
講
師
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
に
幅
広
い
テ
ー
マ
で
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

作
品
展
示
会

正
和
・
手
代
岡
・
貝
礎
隣
保
館

の
交
流
教
室
等
や
児
童
館
の
子

ど
も
会
活
動
で
作
っ
た
作
品
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
 

時

　
１２
月
３
日
（日）

　
９
時
〜
１２
時

場
 

所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

人
権
作
文
発
表
会

市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
人
権
に
つ
い
て
の
意
見
発

表
会
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
４
日
（月）

　
１３
時
３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課
　
蕁
６
２
―
０
２
２
５

人
　
権
　
週
　
間

　
　
　
１２
月
４
日
〜
１０
日

タイトル画：おくだたけし



⑥

成
人
式
の
ご
案
内

　
平
成

１９
年
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　日
　
時

　
平
成

１９
年
１
月
７
日

（日）

　
受
付

１２
時

３０
分
〜

１３
時

２０
分

　
式
典

１３
時

３０
分
〜

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

該
当
者

　
昭
和

６１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

６２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
宿
毛
市
に
本
人
ま
た
は
父

母
（
保
護
者
）
の
住
民
票
が
あ
る
方
。

申
込
方
法

・
本
人
の
住
民
票
が
あ
る
方
（
平

成
１８
年
１１
月
２０
日
現
在
）

案
内
状
（
往
復
は
が
き
）
を
送

付
し
ま
す
の
で
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
本
人
の
住
民
票
が
な
い
方

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
ル
記
載
内
容

本
人
の
…
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年

月
日
・
現
住
所
・
連
絡
先
℡

保
護
者
の
…
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
住

所（
宿
毛
市
）・
連
絡
先
℡

※
な
お
、
受
信
後
に
返
信
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日

　
１２
月

２０
日

（水）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　E-m
ail

　gakusyuu@
city.sukum

o.kochi.jp
市
有
財
産
の
売
却

　
市
有
財
産
で
あ
る
旧
千
寿
園
跡

地
を
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　
入
札
条
件
等
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、

１１
月
上
旬
に
公
売

公
告
を
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
は
下
記
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

売
却
物
件
名

　
旧
千
寿
園
跡
地

所
在
地

　
宿
毛
市
和
田
１
０
８
０
番
地

地
　
目

　
宅
　
地

面
　
積

　
５
、３
９
０
・
７
７
㎡

一
般
競
争
入
札
日

　
平
成

１８
年

１２
月
上
旬

最
低
制
限
価
格

　
４
、５
８
２
万
２
千
円

開
発
規
制
等

売
却
物
件
は
、
宿
毛
市
の
都
市

計
画
区
域
内
に
あ
る
た
め
、
宅

地
開
発
等
に
つ
い
て
は
開
発
許

可
が
必
要
で
す
。
な
お
、
用
途

指
定
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
総
務
課
　
管
財
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
１
１（
内
線
３
０
２
）

宿
毛
海
上
保
安
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
海
上
保
安
庁
で
は
、

１１
月
１
日

（水）
か
ら
７
日

（火）
ま
で
の
１
週
間
を
「
海

洋
環
境
保
全
推
進
週
間
」
と
定
め
、

全
国
一
斉
に
海
洋
環
境
保
全
の
た

め
の
指
導
・
啓
発
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
宿
毛
海
上

保
安
署
に
お
い
て
も
、
主
に
海
事
・

漁
業
関
係
者
や
事
業
者
の
方
々
を

対
象
と
し
て
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、

油
の
排
出
事
故
防
止
、
ビ
ル
ジ
等

の
適
正
処
理
を
重
点
と
し
て
指
導

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
互
い
に
注
意
し
、
力

を
合
わ
せ
て
美
し
い
海
を
未
来
に

残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
海
上
保
安
署

　
蕁
６
５
―

８
１
１
７

古
い
電
話
帳
の
回
収
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
・
資

源
保
護
の
立
場
か
ら
古
い
電
話
帳

の
回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間
　

１１
月
７
日

（火）
〜

２３
日

（木）

回
収
方
法

配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
に
伺
い
ま
す
の
で
、
不
用
と
な

っ
た
電
話
帳
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

渡
し
く
だ
さ
い
。（
交
換
方
式
）
な
お
、

ご
不
在
等
で
渡
せ
な
か
っ
た
場
合

は
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
改

め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　
薔
０
１
２
０
―

５
０
６
―

３
０
９

　
営
業
時
間
　
　
※
日
曜
休
日

　
平
日
　
　
　
　
９
時
〜

２０
時

　
土
・
祝
日
 
 

９
時
〜

１７
時

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

　
市
内
の
保
育
園
で
「
ふ
れ
あ
い

保
育
」（
体
験
入
園
）
を
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　

１１
月

１３
日

（月）

　
　
　
　
９
時

３０
分
〜

１１
時

※
時
間
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

※
問
い
合
わ
せ
は
各
保
育
園
に
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

情

報

コ

ー

ナ

ー

11月

霜  月
November



広報すくも  2006.11⑦

有料広告

講
演
会
「
生
き
生
き
と
し
た

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
」

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子

育
て
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
健
康
福
祉
科
学
に
お
け
る
児
童

福
祉
・
幼
少
児
の
健
康
教
育
の
研

究
を
さ
れ
、
著
書
も
多
数
出
版
さ

れ
て
い
る
、
前
橋
明
医
学
博
士
を

お
招
き
し
て
、「
体
温
・
生
活
リ
ズ

ム
」
の
研
究
か
ら
、
心
身
と
も
に

健
や
か
で
生
き
生
き
し
た
生
活
を

送
れ
る
子
ど
も
を
育
て
る
子
育
て

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
１１
月
１９
日
（日）

　
　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
師
　
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
教
授

　
　
　
　
前
橋
　

明
　

医
学
博
士

参
加
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

※
当
日
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、準

備
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用

希
望
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
事
前

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

モ
ラ
ロ
ジ
ー

一
日
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
で
は
、

『
心
が
つ
く
る
人
生
』
―
心
豊
か
な

人
生
を
お
く
る
た
め
に
―
と
題
し

て
一
日
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
女
性
を
対
象
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
１１
月
２０
日
（月）

　
　
　
　
１９
時
３０
分
〜
２１
時
３０
分

会
　
場
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

講
　
師
　
丸
岡
　
良
太
郎

　
（財）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
参
与

受
講
料
　
無
　
料

主
　
催
　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　
蕁
６
３
―

１
０
３
８

無
料
法
律
相
談

　
暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

で
は
次
の
日
程
で
、
出
張
無
料
法

律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
主
に
暴
力
団
に

絡
む
困
り
事
や
悩
み
事
と
し
て
い

ま
す
が
、
法
律
問
題
や
事
件
が
ら

み
等
で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
　
時

　
１１
月
２１
日
（火）
１３
時
〜
１６
時

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
に
応
じ
る
人

・
高
知
県
弁
護
士
会
所
属
民
事
介

入
暴
力
対
策
委
員
会

　
田
村
　
裕
　
弁
護
士

・
高
知
県
警
察
本
部
暴
力
団
対
策

課
担
当
者

・
財
団
法
人
暴
力
追
放
高
知
県
民

セ
ン
タ
ー
相
談
員

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（財）
暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
７
１
―

０
０
０
２

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
た
は
介

護
を
理
由
に
退
職
し
た
後
、
再
び

働
く
た
め
の
準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
再
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
「
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
講
座
や
、

好
感
の
持
た
れ
る
話
し
方
講
座
、

保
険
・
税
金
の
話
等
の
講
座
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
再
就
職
へ
の
第
１
歩
を
踏
み
出

し
ま
せ
ん
か
。

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　日
　
時
　
１２
月
７
日
（木）
９
時
〜
１６
時

場
　
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

定
　
員
　
２０
名
（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（財）
２１
世
紀
職
業
財
団
高
知
事
務
所

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

２
６
６
７

在
宅
高
齢
者
を
訪
問

宿
毛
高
校「
宿
毛
レ
オ
ク
ラ
ブ
」

　
９
月
１６
日
、
宿
毛
高
校
の
生
徒

で
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
宿
毛
レ
オ
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン

バ
ー
１０
名
が
、
市
内
の
寝
た
き
り

や
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
、
手
土
産
と
し
て
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
手
作
り
の
枕
カ
バ
ー
な
ど

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
宿
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
支
援
の
も
と
、
福
祉
・

清
掃
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

枕
カ
バ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
訪
問
を
楽
し
み
に
待
つ

お
年
寄
り
と
家
族
、
そ
し
て
生
徒

た
ち
の
間
に
は
あ
た
た
か
い
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
蕁
６
３
―

１
４
６
９

上下水道課  蕁63－1009

公共下水道に

加入しましょう

㈱宿毛フェリー 蕁62－1100

3時間

コバルト色の夢航路

宿毛市宿毛サギス5342ー42

高齢者住宅

蕁0880ー63ー1233

認知症高齢者グループホーム

宿毛市港南台2丁目9ー25
蕁0880ー65ー0660

宿毛市港南台2丁目11ー3
蕁0880ー65ー7899

お問い合せ・ご相談は

有限会社



⑧

　

善
意
が
迷
惑
に

　
な
っ
て
い
る
っ
て
？！

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
家
庭
か
ら
資

源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

た
後
宿
毛
市
清
掃
公
社
が
収
集
し
、

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
み
ま
す
。

そ
し
て
プ
ラ
ザ
の
作
業
員
数
人
が

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
引
取
基
準
を
満
た

す
た
め
、
手
作
業
で
丁
寧
に
選
別

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ご
み
出
し
の
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
人
が
い
る
と
、
リ

サ
イ
ク
ル
作
業
の
障
害
に
な
り
、

幡
多
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み

処
理
経
費
増
大
に
繋
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
宿
毛

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
幡
多
地
域
市

町
村
民
全
員
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み

の
出
し
方
を
今
一
度
確
認
し
て
い

た
だ
い
て
、
ど
う
か
正
し
い
分
別

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

　
　
高
い
の
だ
け
れ
ど

　
宿
毛
市
の
一
人
当
り
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
幡
多
の

他
の
市
町
村
の
約
2
倍
で
す
。
こ

れ
は
、
宿
毛
市
民
の
ご
み
分
別
意

識
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、出
し
方
の
悪
い
方
が
い

ま
す
。（
残
念
な
が
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
限
ら
ず
、
他
の
資
源
ご
み
の

出
し
方
も
悪
い
方
が
い
ま
す
）
ご

み
を
分
別
し
て
出
す
時
に
、
ぜ
ひ

も
う
ひ
と
手
間
か
け
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
さ
あ
い
っ

し
ょ
に
「
思
い
や
リ
サ
イ
ク
ル
」

し
ま
し
ょ
う
。

　【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課
　
蕁
6
3
―

1
6
9
7

デ
ザ
イ
ン
・・
お
く
だ
た
け
し

キ
ャ
ッ
プ
は
普
通
ご
み
、
注
ぎ
口
は
そ
の
ま
ま
で

さ
っ
と
水
洗
い

ラ
ベ
ル
は
つ
け
た
ま
ま
で

で
き
れ
ば
つ
ぶ
し
て

決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
か
ご
に
出
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
入
れ
て
き
た
袋
は

家
に
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

た
ま
ご
パ
ッ
ク
は
ペ
ッ
ト
製
で
も
普
通
ご
み
へ

油
や
化
粧
品
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
普
通
ご
み
へ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
の

　
出
し
方
ご
存
じ
で
す
か
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議
案
番
号

第
1
号

第
2
号

第
3
〜

　
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

　
22
号

第
23
号

第
24
号

第
25
号

第
26
号

第
27
号

第
28
号

第
29
号

第
30
号

　意
見
書
案

第
1
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

承
　
　
認

継
続
審
査

継
続
審
査

継
続
審
査

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

　
～

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
十
七
年
度
宿
毛
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

平
成
十
八
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　
　

平
成
十
八
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て平
成
十
八
年
度
各
特
別
会
計
（
簡
易
水
道
事
業
、
国

民
健
康
保
険
事
業
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、

国
民
宿
舎
運
営
事
業
、
介
護
保
険
事
業
）
補
正
予
算

に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
毛
市
消
防
団
員
（
非
常
勤
）
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

安
全
･
安
心
の
医
療
と
看
護
の
実
現
の
た
め
看
護
師

の
増
員
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
、
議

案
第
十
六
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で
四
、

三
六
三
万
二
千
円
が
増
額
補
正
さ
れ
、

累
計
で
九
九
億
五
四
五
三
万
一
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
経
営
安
定

化
支
援
貸
付
金

　
…
…
…
…
…
…
二
、
○
八
二
万
円

○
宿
毛
市
元
気
の
で
る
総
合
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
六
万
円

○
地
域
生
活
支
援
事
業
委
託
料

　
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
五
万
円

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
五
○
八
万
円

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
人
事
案
件
」
一
件
、「
平
成
十
七

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

並
び
に
水
道
事
業
会
計
」
の
各
決

算
認
定
議
案
十
三
件
、「
平
成
十
八

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど

予
算
議
案
八
件
、「
宿
毛
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど

条
例
議
案
三
件
、
そ
の
他
の
議
案

五
件
の
合
計
三
十
議
案
で
、
審
議

の
結
果
、
決
算
認
定
議
案
（
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
、
付
託
の
う

え
継
続
審
査
）
を
除
い
て
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
、
承
認
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
九
日
及
び
二
十
日
の
二
日
間
に

八
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
二
十
一

日
に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、

「
安
全
・
安
心
の
医
療
と
看
護
の
実

現
の
た
め
看
護
師
の
増
員
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
な

ど
二
件
が
審
議
さ
れ
、
一
件
が
趣

旨
採
択
、
一
件
が
取
り
下
げ
と
な

り
ま
し
た
。

　
第
三
回
定
例
会
は
、
平
成
十
八
年
九
月
十
三
日
に
開
会
し
、

十
四
日
間
の
会
期
で
九
月
二
十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第38号



⑩

第
34
号

第
45
号

取
り
下
げ

趣
旨
採
択

（
前
議
会
提
出
分
）

排
水
ポ
ン
プ
機
の
取
替
え
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
の
医
療
と
看
護
の
実
現
の
た
め
看
護
師

の
増
員
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

▼ 

請 

願
・
陳 

情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

◎
宿
毛
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　◎

宿
毛
市
消
防
団
員
（
非
常
勤
）
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　◎
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

○
地
方
交
付
税

　
…
…
…
…
一
億
七
、
四
四
二
万
円

○
県
補
助
金
…
…
…
…
五
五
一
万
円

○
繰
越
金
…
…
…
一
、
九
一
三
万
円

○
地
方
特
例
交
付
金

　
…
…
…
…
…
△
一
、
六
二
○
万
円

○
繰
入
金

　
…
…
…
△
一
億
六
、
七
九
二
万
円

○
水
産
業
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
○
万
円

○
内
外
ノ
浦
漁
港
高
度
利
用
促
進
対

策
工
事
費
…
…
…
…
二
○
一
万
円

○
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
補
助
金

　
…
…
…
…
…
…
…
…
三
○
○
万
円

○
国
民
宿
舎
運
営
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
…
…
…
…
一
、
○
三
二
万
円

○
街
路
築
造
工
事
費
…
一
四
一
万
円

○
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対
策
工
事

費
…
…
…
…
…
…
…
三
五
九
万
円

◎
安
全
･
安
心
の
医
療
と
看
護
の

実
現
の
た
め
看
護
師
の
増
員
を

求
め
る
意
見
書

　
医
療
事
故
を
な
く
し
、
安
全
･

安
心
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療
・
看

護
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
医
療

従
事
者
が
ゆ
と
り
と
誇
り
を
持
っ

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

医
療
現
場
の
実
態
は
か
つ
て
な
く

過
酷
に
な
っ
て
お
り
、
看
護
師
の

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
多
く

の
看
護
師
は
、
仕
事
に
追
い
回
さ

れ
て
、
疲
れ
果
て
、「
十
分
な
看
護

が
提
供
で
き
て
い
な
い
」、「
仕
事
を

辞
め
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。
本

年
四
月
の
診
療
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

患
者
七
人
に
対
し
て
看
護
師
一
人

の
看
護
体
制
が
新
た
に
診
療
報
酬

の
対
象
と
な
っ
た
が
、
充
実
し
た

看
護
の
実
現
に
は
更
な
る
改
善
と

夜
勤
日
数
の
上
限
規
制
な
ど
の
法

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
現
場
で
の
増
員
を
保
障

す
る
看
護
師
の
確
保
対
策
･
予
算

の
拡
充
や
診
療
報
酬
の
改
善
を
行

う
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

９
月�

１３
日
（
水
）
本
会
議
　
　
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
案
理
由
の
説
明

�

１４
日
（
木
）
休
　
会�

議
案
等
精
査

�

１５
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

１６
日
（
土
）
休
　
会

�

１７
日
（
日
）
休
　
会

�

１８
日
（
月
）
休
　
会

�

１９
日
（
火
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

２０
日
（
水
）
本
会
議�

一
般
質
問

�

２１
日
（
木
）
本
会
議�

議
案
質
疑

�

２２
日
（
金
）
休
　
会�

委
員
会
審
査

�

２３
日
（
土
）
休
　
会�

�

２４
日
（
日
）
休
　
会

�

２５
日
（
月
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

２６
日
（
火
）
本
会
議�

委
員
長
報
告
、
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
討
論
、
表
決
、
閉
会

九
月
定
例
会
日
程

そ
　
　
の
　
　
他

条
　
　
例

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

意

見

書
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A
　
現
在
、
休
止
中
の
与
市
明
川

河
川
改
修
を
ど
う
す
る
の
か
、
河

口
は
開
く
の
か
、
そ
れ
と
も
閉
じ

た
ま
ま
ポ
ン
プ
の
能
力
を
上
げ
る

の
か
、
県
と
の
協
議
内
容
及
び
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
今
年
、
県
は
潮
位
と
河
川
水

位
の
関
係
、
ポ
ン
プ
の
稼
動
状
況
、

河
川
流
量
な
ど
の
調
査
を
行
い
、

河
川
改
修
の
方
向
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
る
。
河
口
処
理
に
つ
い

て
は
、
い
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

県
と
四
国
整
備
局
と
の
協
議
で
は
、

通
常
、
河
川
事
業
と
し
て
河
口
部

へ
の
ポ
ン
プ
設
置
は
難
し
い
と
の

事
だ
が
、
市
と
し
て
は
、
ポ
ン
プ

設
置
の
方
向
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

A
　
西
地
区
の
県
道
冠
水
時
に
、

唯
一
の
迂
回
路
で
あ
る
市
営
球
場

か
ら
西
町
に
入
る
市
道
が
冠
水
を

し
て
い
る
。
近
年
、
こ
の
道
に
接

し
た
遊
水
池
の
浚
渫
を
行
っ
て
い

な
い
が
、
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

確
保
の
為
に
浚
渫
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

B
　
遊
水
池
に
接
続
す
る
志
沢
尾

川
か
ら
の
土
砂
が
結
構
流
入
し
て

い
る
為
、
ま
ず
、
志
沢
尾
川
の
浚

渫
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
遊
水
池
の
埋
ま
っ
て

い
る
所
に
つ
い
て
も
、
予
算
的
な

も
の
を
勘
案
し
た
上
で
検
討
し
て

い
く
。

A
　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
に
な
れ
ば
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
資
源
の
循
環

利
用
に
貢
献
で
き
、
さ
ら
に
新
た

な
産
業
の
形
成
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
全
国
に
向
け

て
自
然
の
豊
か
さ
を
発
信
し
て
い

る
宿
毛
市
こ
そ
国
の
募
集
し
て
い

る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
名

乗
り
を
あ
げ
、
循
環
型
社
会
の
構

築
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
近
年
、
国
内
で
も
環
境
保
全
、

自
然
循
環
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
は
全

国
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
。
生
ご

み
の
有
機
堆
肥
化
を
行
え
ば
、
ご

み
処
理
経
費
も
非
常
に
削
減
さ
れ
、

さ
ら
に
、
有
機
堆
肥
を
使
う
こ
と

に
よ
り
、
安
心
・
安
全
な
農
作
物

も
作
れ
る
。
構
想
に
つ
い
て
、
今

議
会
終
了
後
、
手
を
付
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

A
　
政
府
与
党
が
強
行
成
立
さ
せ

た
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
ま
さ

に
障
害
者
い
じ
め
の
法
律
で
あ
る
。

障
害
者
に
は
原
則
一
割
の
負
担
を

さ
せ
、
一
方
で
は
報
酬
単
価
の
引

き
下
げ
と
支
払
い
方
法
の
日
額
化

　
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
九
日
、
二
十
日
の
二
日

間
に
八
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

中
平
富
宏
 

議
員

与
市
明
川
河
川
改
修
・

河
口
処
理
に
つ
い
て

浅
木
　
敏
 

議
員

障
害
者
自
立
支
援
制
度

に
つ
い
て

西
町
遊
水
池
の
浚
渫

に
つ
い
て

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に
つ
い
て

【
質
問
順
位
に
よ
る
】



⑫

な
ど
で
、
施
設
運
営
も
困
難
に
し

て
い
る
。
問
題
点
の
改
善
を
国
に

求
め
、
宿
毛
市
も
高
知
市
の
よ
う

な
独
自
の
助
成
策
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
ま
た
、
施
設
が
行
う
夏
休
み
中

な
ど
の
障
害
児
学
童
保
育
に
、
四

万
十
市
の
よ
う
な
助
成
が
で
き
な

い
か
お
た
ず
ね
し
た
い
。

B
　
市
民
と
直
接
ふ
れ
あ
う
市
政

と
し
て
は
、
障
害
者
の
負
担
増
は

心
苦
し
い
思
い
で
あ
る
。
真
に
必

要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
県
や
国

に
要
望
を
上
げ
、
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
、
障
害
者
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
。

　
市
と
し
て
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

幡
多
広
域
で
協
議
し
判
断
し
た
い
。

　
障
害
児
の
長
期
休
暇
支
援
事
業
は
、

「
み
ち
く
さ
ク
ラ
ブ
」
の
要
請
を
受

け
可
能
な
協
力
を
し
て
い
る
。
経

費
の
三
分
の
一
負
担
に
つ
い
て
は
、

市
の
財
政
、
予
算
と
の
絡
み
も
あ
り
、

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

A
　
い
ま
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る
教
育
基
本
法
の
改
正
案
は
、
現

行
基
本
法
の
教
育
理
念
を
根
本
か

ら
否
定
し
て
い
る
。
改
正
案
の
第

二
条
で
は
愛
国
心
な
ど
二
十
項
目

の
徳
目
を
、「
教
育
の
目
標
」
と
し

て
並
べ
立
て
、
教
育
を
国
家
権
力

が
統
制
し
、「
戦
争
す
る
人
づ
く
り
」

の
教
育
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

改
正
論
者
が
言
う
よ
う
に
、「
今
日

の
教
育
上
の
困
難
が
現
行
教
育
基

本
法
そ
の
も
の
に
あ
る
」
と
考
え

て
い
る
か
、
ど
う
か
を
お
た
ず
ね

し
た
い
。

B
　
社
会
や
教
育
現
場
で
起
き
て

い
る
諸
問
題
が
、
現
行
教
育
基
本

法
だ
け
に
問
題
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
教

育
力
の
低
下
と
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
に
原
因
が
あ
る
と
思
う
。 

　
現
行
教
育
基
本
法
の
理
念
は
評

価
す
べ
き
で
、
そ
の
理
念
の
実
現

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

A
　
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
の
重
要
な
役

割
は
、
二
○
一
一
年
の
一
斉
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
拡
大
す
る
テ
レ
ビ

の
難
視
聴
対
策
や
市
内
の
情
報
速

度
が
遅
い
地
域
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
対
策
な
ど
、
宿
毛
市
の
将
来
の

重
要
な
情
報
基
盤
で
あ
る
。

　
運
営
が
厳
し
い
と
聞
く
が
経
営

安
定
の
契
約
件
数
は
。

　
契
約
件
数
の
拡
大
に
行
政
も
地

域
住
民
に
エ
リ
ア
や
空
き
タ
ッ
プ

情
報
を
提
供
し
、
経
営
安
定
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

B
　
二
○
一
一
年
、
テ
レ
ビ
受
信

方
法
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
で
、
宿

毛
と
平
田
の
中
継
局
設
置
だ
け
が

決
ま
っ
て
い
る
。
共
聴
施
設
へ
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
改
修
補
助
の
明
示

も
な
く
、
受
信
不
能
な
地
域
に
は

ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
は
有
効
な
手
段
で

あ
る
。

　
ま
た
Ｉ
Ｐ
電
話
や
直
接
、
家
庭

に
行
政
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

宿
毛
市
の
情
報
基
盤
と
し
て
も
重

要
で
あ
る
。

　
公
共
性
を
重
視
し
た
こ
と
に
よ

り
エ
リ
ア
が
拡
大
し
、
初
期
投
資

が
大
き
い
反
面
、
目
標
の
契
約
件

数
に
達
し
て
い
な
い
。
今
年
か
ら

借
入
金
償
還
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
資

金
が
不
足
し
た
。
現
在
の
契
約
件

数
は
二
、
八
二
七
件
、
目
標
は
四
、

○
○
○
件
で
あ
る
。

　
契
約
が
目
標
に
達
す
れ
ば
安
定

経
営
は
可
能
で
、
こ
こ
数
年
何
ら

か
の
支
援
が
必
要
だ
。

A
　
沖
の
島
で
は
九
月
十
一
日
か

ら
郵
便
局
の
集
配
業
務
が
廃
止
さ

れ
た
。
八
月
十
一
日
、
松
山
で
春

名
元
衆
議
院
議
員
と
共
に
郵
政
公

社
四
国
支
店
長
と
交
渉
し
、
不
在

郵
便
物
は
翌
日
以
降
も
配
達
す
る

こ
と
、
要
冷
蔵
な
ど
の
小
包
や
、

日
刊
新
聞
の
当
日
配
達
な
ど
を
確

立
す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
た
。

し
か
し
、
住
民
に
と
っ
て
将
来
へ

の
不
安
は
免
れ
な
い
。
行
政
と
し

て
の
対
応
を
求
め
る
。

B
　
郵
政
公
社
か
ら
は
、
母
島
郵

便
局
前
の
ポ
ス
ト
で
八
時
に
開
か

ん
す
る
島
内
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、

宿
毛
局
に
送
ら
ず
独
自
の
消
印
で

速
や
か
に
配
達
を
す
る
な
ど
全
体

の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
来
さ
ず
、

集
配
業
務
を
廃
止
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
な
い
よ
う
行
政
と
し
て
協

力
し
て
い
く
。

A
　
中
山
間
地
域
で
は
過
疎
化
が

進
み
、
不
在
地
主
が
多
く
な
っ
た

上
に
田
や
畑
、
山
林
の
境
界
が
分

か
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
又
、

現
実
に
は
お
年
寄
り
の
方
々
も
だ

ん
だ
ん
と
亡
く
な
っ
て
境
界
が
確

定
出
来
な
く
な
り
公
共
工
事
に
も

支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
国
及
び
県
か
ら
七
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
補
助
金
に
よ
り
国
土
調
査
が

始
ま
っ
て
二
五
年
に
な
り
、
他
町

村
で
は
既
に
完
了
し
た
所
も
あ
る
が
、

宿
毛
市
で
は
進
捗
率
九
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
に
留
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
取
り
組
み
は
。

B
　
行
財
政
環
境
が
厳
し
い
中
、

今
後
に
つ
い
て
は
緊
急
度
、
優
先

度
を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

沖
本
年
男
 

議
員

ス
ワ
ン
テ
レ
ビ
の
経
営

西
村
六
男
 

議
員

国
土
調
査
に
つ
い
て

沖
の
島
の
集
配
業
務

の
廃
止
に
つ
い
て

教
育
基
本
法
に
つ
い
て



広報すくも  2006.11⑬

A
　
行
財
政
が
厳
し
く
、
市
民
ニ

ー
ズ
に
十
分
に
答
え
ら
れ
な
い
現
在
、

調
査
受
け
入
れ
の
み
で
年
間
二
億

数
千
万
円
の
電
源
立
地
交
付
金
が

交
付
さ
れ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
」
の
処
分
場
施
設
調
査
に

つ
い
て
国
の
機
関
で
あ
る
原
子
力

発
電
環
境
整
備
機
構
の
説
明
を
受

け
る
用
意
は
な
い
か
。

　
国
策
に
協
力
し
て
こ
そ
市
民
、

県
民
の
望
む
高
速
道
路
、
空
港
、

港
湾
等
諸
々
の
事
業
に
応
え
て
も

ら
え
る
と
思
う
が
。
　

B
　
私
の
考
え
る
地
域
振
興
は
豊

か
な
自
然
を
活
用
し
た
農
林
業
で

あ
り
水
産
業
で
あ
る
。

　
宿
毛
湾
の
魚
や
農
産
物
へ
の
風

評
被
害
等
を
考
え
た
時
、
地
域
の

振
興
に
相
反
す
る
と
の
考
え
で
あ
り
、

説
明
を
受
け
る
事
は
考
え
て
い
な
い
。

A
　
防
犯
・
災
害
対
策
、
安
全
、

安
心
の
為
に
、
市
全
域
の
街
灯
状

況
を
把
握
し
、
市
、
区
、
学
校
、

教
委
が
連
携
し
、
街
灯
整
備
に
今
、

真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

B
　
明
か
り
は
町
の
活
性
を
示
す

も
の
で
あ
る
こ
と
、
各
校
の
要
望

も
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
安
全
、

犯
罪
防
止
等
か
ら
も
街
灯
整
備
の

取
り
組
み
は
重
要
な
事
と
認
識
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

積
極
的
に
働
き
か
け
る
。
予
算
、

維
持
管
理
等
も
含
め
、
各
機
関
と

連
絡
を
取
り
つ
つ
一
斉
に
は
無
理

で
も
徐
々
に
整
備
に
向
け
て
努
力

す
る
。

A
　
宿
毛
の
歴
史
、
文
化
財
、
遍

路
道
等
の
長
期
的
、
定
期
的
な
学

習
の
場
、
市
民
講
座
を
開
設
し
て

は
ど
う
か
。

B
　
市
民
に
は
、
自
分
の
町
の
事

は
で
き
る
だ
け
多
く
知
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
も
強
く
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
も
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
、

種
々
の
歴
史
、
文
化
講
座
は
持
っ

て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
定
期
的

な
よ
り
充
実
し
た
学
習
の
場
の
提

供
と
い
う
方
向
で
取
り
組
み
を
考

え
た
い
。

A
　
歴
史
、
文
化
、
観
光
施
設
の

少
な
い
当
市
で
、
図
書
館
、
歴
史

館
は
、
学
問
、
歴
史
、
文
化
的
要

求
を
満
た
す
貴
重
な
施
設
と
し
て

存
在
し
て
い
る
。
こ
の
二
館
の
年

中
無
休
化
は
、
多
く
の
市
民
の
要

求
を
満
た
す
こ
と
、
市
の
特
色
を

生
む
こ
と
、
市
外
の
来
訪
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
等
か
ら
も
重
要
な
事
と

思
う
が
お
考
え
は
。

B
　
図
書
館
、
歴
史
館
の
需
要
は

今
後
益
々
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

本
年
四
月
よ
り
、
県
立
図
書
館
を

初
め
県
内
の
蔵
書
を
借
り
る
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
利
便
性
を
図
る
事
や
、

七
月
よ
り
、
閉
館
を
一
時
間
延
長

し
六
時
ま
で
と
す
る
事
等
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
努
力
も
し
て
い
る
。

現
在
の
職
員
数
等
を
考
え
る
と
即

刻
年
中
開
館
は
厳
し
い
が
文
教
の
里
、

宿
毛
に
ふ
さ
わ
し
い
二
館
の
無
休

化
に
向
け
て
前
向
き
の
検
討
を
し

て
い
く
。

A
　
陸
上
競
技
場
は
国
体
ラ
グ
ビ
ー

会
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、
芝

フ
ィ
ー
ル
ド
を
正
規
の
競
技
会
場

と
し
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー

が
大
会
前
の
練
習
に
使
い
た
く
て

も
使
用
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
中
で
は
最

も
貸
し
出
し
が
少
な
く
芝
の
ダ
メ

ー
ジ
の
恐
れ
も
な
い
良
好
な
状
況

に
あ
り
な
が
ら
、
練
習
だ
か
ら
と

い
う
理
由
だ
け
で
陸
上
競
技
場
芝

フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
用
さ
せ
な
い
こ

と
に
市
民
は
憤
慨
し
て
い
る
。
断

ら
れ
た
チ
ー
ム
は
三
原
村
の
芝
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
借
り
て
練
習
試
合
を

行
っ
て
い
る
の
が
実
態
だ
。
芝
の

管
理
や
重
複
使
用
が
で
き
な
い
場

合
な
ど
除
き
、
陸
上
競
技
場
が
空

い
て
い
る
時
は
練
習
利
用
で
き
る

よ
う
に
原
則
と
し
て
開
放
す
べ
き

だ
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
が
つ

く
っ
た
内
部
規
定
を
改
め
る
考
え

は
な
い
か
。

B
　
管
理
運
営
上
、
芝
の
養
生
、

管
理
、
他
の
競
技
と
の
競
合
に
よ

る
危
険
防
止
上
使
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

練
習
に
は
貸
し
出
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
協
議
し
た
結
果
、
今
後
は

管
理
運
営
上
、
芝
の
養
生
、
管
理
、

他
の
競
技
と
の
競
合
に
よ
る
危
険

防
止
上
使
用
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
判
断
し
た
場
合
を
除
き
、

練
習
に
も
貸
し
出
す
。

有
田
都
子
 

議
員

宿
毛
市
内
の
街
灯
整
備

に
つ
い
て

中
川
　
貢
 

議
員

陸
上
芝
フ
ィ
ー
ル
ド
の

練
習
利
用
を
認
め
よ

図
書
館
、
歴
史
館
の

無
休
化
に
つ
い
て

宿
毛
市
史
、
遍
路
道
等

の
市
民
講
座
に
つ
い
て

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終

処
分
の
施
設
場
所
調
査
に
つ
い
て
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B
　
今
後
も
過
疎
化
と
少
子
化
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
減
少
は
急
速

に
進
む
と
考
え
て
お
り
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
市
内
の
学
校
数

の
議
論
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

短
期
的
に
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
小
規
模
校
の
統
合
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
小
中
一
貫
教
育
を
す
る
こ
と
で
、

地
元
に
学
校
を
残
す
選
択
肢
に
つ

い
て
は
、
将
来
の
市
内
の
学
校
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
議
論
を
し
て

い
き
た
い
。

A
　
国
は
、
来
年
度
か
ら
、
全
国

全
て
の
公
立
学
校
で
放
課
後
も
児

童
を
預
か
る
こ
と
を
決
め
た
が
、

宿
毛
市
と
し
て
の
対
応
は
。

B
　
今
回
、
文
部
科
学
省
か
ら
出

さ
れ
た
「
放
課
後
子
ど
も
推
進
事
業
」

は
、
全
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

安
全
、
安
心
な
子
ど
も
の
拠
点
を

設
け
、
地
域
と
子
ど
も
た
ち
が
、

と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、

地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
等
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
事
業
で
、
全

小
学
校
区
で
の
実
施
を
目
指
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
「
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
（
学
童
保
育
）
」

と
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
運

営
委
員
会
の
設
置
や
、
学
校
ご
と

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

A
　
本
市
に
と
っ
て
貴
重
な
観
光

資
源
の
一
つ
で
あ
る
大
島
・
咸
陽

島
公
園
は
市
内
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
建
設
も
進
み
、
春
の
桜
、

夏
の
海
水
浴
や
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
、

冬
に
は
だ
る
ま
夕
日
な
ど
、
絶
好

の
場
所
に
あ
る
。
訪
れ
る
人
が
ゆ

っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
憩
え

る
環
境
整
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
咸
陽
島
公
園
周
辺
は
重
要
な

観
光
地
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
す
べ

り
台
等
の
遊
具
、
足
洗
場
等
の
各

種
の
施
設
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

提
案
の
あ
っ
た
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
用

の
炊
事
設
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、

当
面
は
既
存
施
設
の
管
理
を
す
る

中
で
、
市
民
や
観
光
客
に
喜
ば
れ

る
公
園
に
し
て
い
き
た
い
。

A
　
昨
年
度
に
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル
が
八

○
枚
作
成
配
布
さ
れ
た
が
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
や
防
犯
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
、
更
に
追
加
作
成

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
各
小
中
学
校
を
通
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
や
地
区
長
等
に
よ
っ
て
配
布

さ
れ
、
市
内
各
所
で
シ
ー
ル
を
貼

っ
た
車
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
防
犯
シ
ー
ル
を
追
加
購
入
し
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め

た
い
。

A
　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後

に
障
害
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
た
か
、
ま
た
、
障
害
者
福
祉
計

画
策
定
の
進
捗
状
況
を
聞
く
。

B
　
通
所
施
設
に
お
い
て
自
己
負

担
額
が
多
く
な
り
、
一
名
が
通
所

し
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
負
担
が
、
法
施
行
前
よ

り
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
食
費
、

光
熱
水
費
等
の
実
費
が
利
用
者
負

担
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
障
害
者
福
祉
計
画
は
、
現
在
、

サ
ー
ビ
ス
見
込
み
料
の
算
出
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
障
害
者
の
立
場

に
立
っ
た
課
題
の
整
理
や
解
決
に

向
か
っ
て
い
く
。

A
　
少
子
化
に
よ
る
学
校
の
統
廃

合
の
過
程
の
中
で
、
小
中
一
貫
教

育
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　
来
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

時
間
的
余
裕
は
な
い
が
、
市
長
部

局
と
も
協
議
し
つ
つ
、適
切
な
対
応

を
図
り
た
い
。

A
　
難
聴
者
が
、
市
役
所
を
訪
れ

た
際
、
誤
解
や
不
利
益
を
受
け
な

い
よ
う
、
耳
マ
ー
ク
プ
レ
ー
ト
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
庁
舎

北
側
の
出
入
口
を
、
障
害
者
の
た

め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
べ
き
で

あ
る
。

B
　
聴
覚
障
害
者
に
は
、
ほ
と
ん

ど
筆
談
で
対
応
し
て
い
る
が
、
提

案
の
耳
マ
ー
ク
の
設
置
は
適
切
な

場
所
で
対
応
し
た
い
。
庁
舎
北
側

の
玄
関
は
、
十
分
な
ス
ロ
ー
プ
を

と
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
、

南
側
の
玄
関
に
新
た
に
障
害
者
専

用
の
駐
車
場
と
し
て
、
も
う
一
台

分
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
対
応
し

た
い
。

寺
田
公
一
 

議
員

障
害
者
自
立
支
援
法

へ
の
対
応
に
つ
い
て

菊
地
　
徹
 

議
員

市
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

観
光
行
政
に
つ
い
て

子
ど
も
の
安
全
確
保

に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て
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残
暑
厳
し
い
中
、
九
月
定
例

議
会
は
九
名
の
議
員
が
一
般
質
問・

質
疑
に
登
壇
し
、
意
見
や
提
言

な
ど
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
は
議
会
で

の
論
議
が
ど
の
よ
う
に
行
政
に

活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
検
証
し

て
く
だ
さ
い
。

　
今
議
会
は
、
宿
毛
市
の
重
要

な
情
報
基
盤
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
経
営
安
定
化
に
向
け
て
、

二
、〇
八
二
万
円
の
貸
付
金
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
経
営
安
定
に
と
っ
て
何
よ
り

も
大
事
な
こ
と
は
契
約
口
が
増

え
る
こ
と
で
す
。
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

〈
編
集
委
員
〉

蘢

沖

本

年

男

蘢

有

田

都

子

蘢

寺

田

公

一

蘢

西

郷

典

生

蘢

菱

田

征

夫

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
九
月
定
例
会
の
会
議
録
は
十

二
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ

ビ
で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す

　
平
成
十
七
年
度
各
会
計
決
算
認

定
議
案（
議
案
第
二
号
〜
第
十
四
号
）

は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

（
平
成
十
八
年
九
月
二
十
六
日
設
置
）

　委
員
長
　
　
寺
田
公
一

副
委
員
長
　
　
中
平
富
宏

委
　
　
員
　
　
浅
木
　
敏

　
　〃　
　

　
有
田
都
子

　
　〃　
　

　
宮
本
有
二

　
　〃　
　

　
西
郷
典
生

　
　〃　
　

　
山
本
幸
雄

　
　〃　
　

　
中
川
　
貢

　
平
成
十
八
年
第
三
回
定
例
会

に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を

全
会
一
致
を
も
っ
て
、
承
認
し

ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

　
田
村
剛
基
氏
（
新
任
）　

　
宿
毛
市
萩
原
二
番
四
号

議会の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は１２月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせください。（蕁６３－２９０７）

また、委員会も傍聴できます。

●議会を傍聴しませんか…

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

人

事

案

件



⑯

　
山
内
一
豊
を
主
人
公
に
し
た
今

年
の
大
河
ド
ラ
マ
も
い
よ
い
よ
佳

境
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
一
豊
の

出
世
物
語
も
土
佐
一
国
の
主
に
な

っ
て
大
団
円
を
迎
え
ま
す
。

　
宿
毛
に
は
一
豊
の
姉
と
甥
が
入

っ
て
、
以
後
代
々
土
佐
藩
家
老
と

し
て
統
治
を
続
け
ま
す
。
宿
毛
は

一
豊
が
重
ね
た
功
名
の
終
着
地
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
、（財）
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料

館
な
ど
か
ら
資
料
を
集
め
て
、
一

豊
土
佐
入
国
の
時
代
を
中
心
に
江

戸
時
代
の
土
佐
そ
し
て
宿
毛
の
様

子
を
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

期
　
間

　
１１
月
２３
日
（木）
〜
１２
月
２２
日
（金）

会
　
場

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
３
階

　
宿
毛
歴
史
館
第
１
展
示
室

入
館
料

　
高
校
生
以
上
　
２
０
０
円

　
小
中
学
生
　
１
０
０
円

　
※
常
設
展
含
む

開
　
館

　
８
時
３０
分
〜
１７
時
　

月
曜
休
館

関
連
事
業

講
演
・
史
跡
め
ぐ
り

　
江
戸
時
代
の
土
佐
藩
主
や
家
老

の
婚
姻
に
つ
い
て
講
演
の
後
、
宿

毛
家
臣
団
の
墓
所
を
中
心
に
散
策

し
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
１０
日
（日）

　
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
　
場

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
２
階

　
第
１
会
議
室
　

講
　
師

　
（財）
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館

　
館
　
長
　
渡
部
　
淳
　
先
生

　
学
芸
員
　
尾
本
師
子
　
先
生

史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス

宿
毛
山
内
家
史
跡
↓
家
臣
団
墓

地
↓
野
中
兼
山
遺
族
墓
地
↓
妙

栄
寺
（
妙
栄
寺
以
外
は
段
差
が

あ
り
ま
す
。
）

※
参
加
費
お
よ
び
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

聞
香
会

　
江
戸
時
代
、
武
士
の
た
し
な
み

と
し
て
広
く
嗜
好
さ
れ
た
「
お
香
」

の
雰
囲
気
を
、
実
際
に
焚
い
て
体

験
し
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
１７
日
（日）

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

会
 

場

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
２
階

　
和
室

講
 

師

　
香
道
古
心
流
師
範

　
東
郷
耀
峰
　
先
生

定
 

員

　
３０
名

参
加
費

　
２
、０
０
０
円
（
当
日
）

申
込
締
切

　
１２
月
１２
日
（火）

主
 

催

　
宿
毛
の
歴
史
を
探
る
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

は
じ
め
て
の
陶
芸
教
室

参
加
者
募
集

　
中
央
公
民
館
で
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
は
じ
め
て
の
陶
芸
教

室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
教
室
で
は
ペ
ン
立
て
や
花
入
れ

を
作
る
予
定
で
す
。
作
品
は
ひ
か

り
共
同
作
業
所
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
企

画
展
（
来
年
２
月
に
開
催
予
定
）

に
て
展
示
し
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
２
日
（土）
・
３
日
（日）

　
９
時
〜
１２
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
創
作
室

対
象
者

　
宿
毛
市
内
の
小
学
生

参
加
費

　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

定
　
員

　
１５
名

申
込
締
切

　
１１
月
２２
日
（水）

申
込
方
法
・
申
込
先

中
央
公
民
館
（
蕁
６
３
―

２
６
１

８
）
ま
で
お
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※
こ
の
事
業
は
、
文
化
庁
の
委
嘱

を
受
け
た
（財）
伝
統
文
化
国
民
協

会
の
事
業
で
す
。

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット

宿
毛
歴
史
館
企
画
展

「
一
豊
土
佐
入
国
 

功
名
の
か
な
た
に
」
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第42回 宿毛市美術展覧会 部門別受賞者名簿

特　選

〃

〃

ほう状

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

新人賞

悠 悠

潮 模 様

蓮 文 花 器

サンゴ礁の海

鉄 絵 茶 碗

辺 風 の 街

二 人 の 憩

波 硯

魚文皿（Ⅰ）

水 辺

フランス刺しゅう
二人の世界

増 田 亀 喜

廣川喜久子

橋 本 清 子

池 田 廣 子

池田のぞみ

稲 田 砂 美

藤 原 裕 子

佐 竹 大 藏

山 崎 和 夫

廣 川 　 潤

  

 

田村さゆり 

て っ せ ん

器 と 人 形

青 麗

水 差 し

熊岡實恵子

山岡まゆみ

東 　 孝 子

頼 田 和 子

海の彼方へ

出 合 い

風 景

秋、澄ませて

あすえの道

野 良 の 秋

伊与田尚子

溝 渕 泰 史

松 澤 　 正

高 木 耕 作

松 澤 幹 男

上 岡 　 忍

萬葉集のうた

雨 添 菊 色

然

やまさとは

抱

　

兆

渡 江

古 墨

澤田カヨ子

福島眞理子

野 村 愛 子

山 本 皐 月

前闢白 舟

中 川 照 月

門 田 み つ

柴 岡 星 萩

坂 本 春 瑛

祈 願

さ ん ぱ つ

送 り 提 灯

霧 氷

ひ と と き

我家の兄弟

どろんこちゃん

濤

涼

千 里 眼

花とイモリさん

あーしんどい

煥 発

イージス艦入港

金 村 廣 子

岡 村 恭 子

岩 崎 弘 子

沢 谷 留 吉

野 口 洋 子

河 野 　 晃

萩本たか子

岡 田 公 良

澤 田 雛 子

森 岡 庄 三

上 村 　 都

山 本 修 代

松澤八千代

田 村 昌 之

作 品 名

日 本 画

氏 名 作 品 名 氏 名 作 品 名 氏 名 作 品 名 氏 名 作 品 名 氏 名

洋 画 書 道 写 真工 芸

第
１
回
か
な
書
道

　
サ
ー
ク
ル
展
開
催

　
公
民
館
か
な
書
道
サ
ー
ク
ル
（
布
 

多
喜
子
代
表
）
で
は
、
初
め
て
の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
８
日

（金）
〜

１０
日

（日）

　
９
時
〜

１８
時

　
※
最
終
日
は

１６
時
ま
で

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
か
な
書
道
サ
ー
ク
ル
で
は
会
員

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
は
や
実
用
の
書
等
か
ら
始
め

ま
す
。「
筆
」
を
持
っ
て
み
た
い
と

思
う
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
　
師

　
助
村
　
明
美

日
　
時

　
第
２
・
４
土
曜
日

　
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
　
和
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
布
 

多
喜
子

　
蕁
６
３
―

０
１
５
９

宿
毛
市
美
術
展
覧
会

表
彰
式

　
１０
月

１１
日

（水）
、
第

４２
回
宿
毛
市

美
術
展
覧
会
入
賞
者
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
工
芸
・
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

写
真
の
５
部
門
に
１
８
８
名
、
２

７
５
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
次
の
と
お
り
受
賞
者
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
新
た
に
、
洋
画
・

大
原
光
恵
氏
が
無
鑑
査
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
熊
岡
實
恵
子
氏
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
清
和
会
」
、「
華
道
協
和
会
」
の

皆
さ
ん
に
お
茶
、
お
花
に
関
し

て
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

▲受賞者を代表してお礼の言葉を述べる熊岡實恵子氏
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図
書
を
自
宅
に

　
　
　
　
届
け
ま
す

　
図
書
館
に
来
た
く
て
も
来
ら
れ

な
い
高
齢
者
や
障
害
者
、
ま
た
、

勤
務
時
間
等
の
関
係
で
図
書
館
を

利
用
し
に
く
い
市
民
の
た
め
に
、

坂
本
図
書
館
で
は
、
１１
月
よ
り
新

た
に
自
宅
に
本
を
届
け
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
す
。

　
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
蔵

書
検
索
や
電
話
等
に
よ
る
図
書
館

で
の
照
会
に
よ
り
、
借
り
た
い
本

が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み
の
後
、
郵

便
局
の
冊
子
小
包
で
自
宅
に
本
を

送
付
し
ま
す
。

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者

宿
毛
市
内
在
住
の
図
書
貸
出
登

録
者
。

※
高
校
生
以
下
は
、
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

貸
出
期
間

　
１４
日
間

貸
出
冊
数

　
１
人
９
冊
以
内
。

（
一
般
図
書
５
冊
、
雑
誌
２
冊
、

紙
芝
居
２
冊
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
み
可
能
で
す
。

送
料
に
つ
い
て

　
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
身
障
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

送
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
事
前
に
図
書
館
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

蘆
他
の
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
で
き
ま
せ
ん
。

蘆
図
書
館
へ
の
返
送
も
郵
便
局
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

子
ど
も
と
本
と
を
結
ぶ
仲
間
の
輪

を
拡
げ
る
読
書
講
座

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

講
座

　
今
月
の
読
書
講
座
は
、
長
年
高

知
市
内
の
小
学
校
を
中
心
に
お
は

な
し
を
届
け
る
活
動
を
続
け
ら
れ

て
い
る
中
内
さ
ん
を
お
招
き
し
て

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
の
世
界
を
一
度
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
す
ば
ら
し
い

感
動
が
残
り
ま
す
。

講
　
師

　
中
内
　
美
江
さ
ん

　
（
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

日
　
時

　
１１
月
２５
日
（土）
　
１３
時
〜
１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

坂本図書館の新刊案内

蘚どんぐりの穴のひみつ
高柳 芳恵 文／つだ かつみ 絵／偕成社

蘚鳥瞰図でみる日本の城
　君も「城」博士になれる！

ＰＨＰ研究所

蘚うしろの正面
小森 香折 作／佐竹 美保 絵／岩崎書店

蘚おんちゃんは車イス司書
河原 正実 原案／梅田 俊作 作・絵／岩崎書店

蘚ぼくの南極生活５００日
　ある新聞カメラマンの南極体験記

武田 剛 著／フレーベル館

きびしくも美しい自然に魅了
されながら、地球がかかえる
さまざまな問題を肌で感じた
日々。「地球のたからもの」を
守りたい…。４５次南極観測
隊に同行した新聞カメラマン
が５００日間の南極越冬体験を
写真とともにつづる。

蘚書店繁盛記
田口 久美子 著／ポプラ社

蘚カラダで地球を考える
　「完全なる代謝」という発想

中野 不二男 著／新潮社

蘚乳がん
　発見･検査･治療･再発防止策 タイプ別くわしい体験談

中村 清吾 著／主婦の友社

蘚自分でできるダンボールインテリア
マゴクラフト 監修／主婦の友社

蘚八月の路上に捨てる
伊藤 たかみ 著／文芸春秋

暑い夏の一日。僕は３０歳の
誕生日を目前に離婚しようと
していた。愛していながらな
ぜずれてしまったのか…。現
代の若者の生活を覆う社会の
ひずみに目を向けながら、そ
の生態を明るく軽やかに描く。
〔芥川賞（第１３５回）〕

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654
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1. 主催者挨拶と大学の取組説明

2. 市長挨拶

4. 地元出身学生の発表

休　　　憩

6. 閉　　会

7. 個別相談会

中西　清二

岡　　宏一

坂輪　光弘

嶋瀬　康宏

横川　　明

中田　愼介

佐久間健人
高橋　重一

宿毛市長

知能機械システム工学科助教授

物質・環境システム工学科教授

物質・環境システム工学科４年

総合研究所教授

社会システム工学科教授

高知工科大学副学長
四国銀行お客様サポート部部長

１３：３０～１３：５０

１３：５０～１４：００

１４：００～１５：００

１５：００～１５：１５

１５：１５～１５：３０

１５：３０～１６：３０

１６：３０～１６：３５

１６：３５～１７：００

5. 研究シーズ発表（第2部）
①海水シャーベット氷による魚

の鮮度保持システム
②最新地震防災情報

3. 研究シーズ発表（第1部）
①ハウス内の農作物自動収穫ロ

ボット
②木質系資源の有効利用

●発表会プログラム

　
高
知
工
科
大
学
で
は
、
専
門
的

な
研
究
か
ら
生
活
に
直
接
役
立
つ

研
究
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
研
究
を
皆
さ
ん
に
も

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
学
を

飛
び
出
て
各
地
域
で
研
究
の
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
宿
毛
市
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
方
々

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
１２
月
５
日

（火）

　
１３
時

３０
分
〜

１７
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル放

送
案
内

　
１０
月

２３
日
に
宿
毛
商
工
会
議
所

主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
「
宿
毛
市

防
災
講
演
会
」
の
模
様
を
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
５

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
録
画
放
送
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
視
聴
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
放
送
は
日

時
を
変
え
て
、
次
の
と
お
り
５
回

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

録
画
放
送
日
時

　
１１
月
８
日

（水）
１９
時
〜

　
　
　

１１
日

（土）
１５
時
〜

　
　
　

１５
日

（水）
１９
時
〜

　
　
　

１９
日

（日）
１５
時
〜

　
　
　

２５
日

（土）
１９
時
〜

放
送
内
容

防
災
講
演
会

〜
女
性
の
視
点
で
考
え
る
防
災
〜

講
師
　
国
崎
信
江
　
氏

（
危
機
管
理
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

防
犯
・
防
災
に
関
す
る
数
多
く

の
著
書
を
出
版
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
組
織
で
活
躍
中
の
講
師
に
よ
る
、

女
性
と
し
て
、
母
と
し
て
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
企
画
課
　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

ハ
ウ
ス
内
の
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト

高
知
工
科
大
学
開
学
10
周
年
記
念
行
事

「
高
知
工
科
大
学
と
皆
様
と
の
出
合
い
の
場
」
開
催【問い合わせ先】

高知工科大学　研究支援部
蕁０８８７－５７－２７４３
E-mail  renkei@ml.kochi-tech.ac.jp

主　催：高知工科大学・四国銀行
後　援：宿毛市・四国電力株式会社

●写真展示会（柏島・沖の島） 原田　淳　知能機械システム工学科教育講師



⑳

　
こ
の
雑
感
も
出
来
事
の
翌
々
月

に
皆
様
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
時
宜
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
が
。

　

第

一

印

象

　
玄
関
、
宿
毛
の
玄
関
口
は
、
港

で
あ
り
、
駅
で
あ
り
、
道
路
で
あ

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
空
の
玄
関

は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
か
ら
来
る
お

客
様
は
、
誰
で
も
そ
の
玄
関
で
の

第
一
印
象
を
持
ち
、
こ
こ
は
ど
う

い
う
所
だ
と
一
定
の
評
価
を
す
る

と
思
い
ま
す
。
市
役
所
も
し
か
り
、

先
日
９
月
議
会
終
了
後
、
時
間
が

あ
っ
た
の
で
し
み
じ
み
玄
関
を
見

ま
わ
し
、
総
務
係
に
玄
関
の
改
善

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
職
場
は
自
宅
も
同
じ
と
い
う

こ
と
で
、
業
務
終
了
時
の
清
掃
や

年
に
３
〜
４
回
の
大
掃
除
も
し
よ
う
、

古
い
庁
舎
を
み
す
ぼ
ら
し
く
し
な

い
た
め
の
工
夫
を
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

日

々

敬

老

　
９
月
は
敬
老
の
月
。
１５
日
が
敬

老
精
神
と
老
人
福
祉
へ
の
関
心
向

上
の
た
め
敬
老
の
日
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
敬
老
の

日
が
祝
日
法
改
正
で
休
み
を
連
続

し
て
取
れ
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で

第
３
月
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

休
み
を
決
め
る
も
の
な
の
か
、
敬

老
の
日
を
決
め
る
も
の
な
の
か
。

本
来
の
意
味
の
祝
日
が
本
末
転
倒

で
日
を
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
感

が
し
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
９
月

１５
日
の
本
来
の
日
に
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
懇
親
会
を
開
き
、
お
招

き
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
、飲
食
に
、昔
取
っ

た
き
ね
づ
か
の
芸
能
の
披
露
に
、

い
ろ
い
ろ
な
話
に
盛
り
上
が
り
、

笑
い
、
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
と
顔
を
合
わ
せ
、

話
し
、
声
を
出
し
て
笑
う
と
い
う

こ
と
は
、
真
に
必
要
な
こ
と
だ
と

つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
の
と
、

本
来
は
老
人
ク
ラ
ブ
自
ら
が
す
る

の
で
は
な
く
、
も
っ
と
若
い
人
、

目
下
の
人
た
ち
が
企
画
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
世
代
間
交
流
も
で
き
、「
敬

老
」に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
日
々
敬
老
で
す
。

飲

酒

運

転

　
秋
の
交
通
安
全
運
動
前
に
、
全

国
で
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
し
い
事

故
が
頻
発
し
、
飲
酒
運
転
で
の
摘

発
が
紙
上
で
顕
在
化
し
ま
し
た
。

酒
を
飲
む
機
会
の
多
い
所
で
な
お

か
つ
車
が
な
い
と
移
動
の
で
き
な

い
地
方
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宿
毛

で
は
新
聞
に
載
る
よ
う
な
こ
と
が

幸
い
あ
り
ま
せ
ん
。
「
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
、
乗
る
な
ら
代
行
・
タ
ク
シ
ー
」

市
民
の
皆
様
が
節
操
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
結
果
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
は
一
定
期
間
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
交
通
安
全
で
す
。

　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
感
謝

　
宿
毛
高
校
定
期
演
奏
会
と
ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

き
ま
し
た
。
宿
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
、

女
学
生
ば
か
り
１５
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
見
事
に
見

せ
て
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
宿

高
ブ
ラ
バ
ン
は
、
市
の
行
事
（
豪

華
客
船
入
港
時
、
観
光
び
ら
き
、

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
等
）
に
い
つ

も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
集
大
成
の
定
期
演
奏
会
で
、

３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
演
奏

会
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

市
内
成
人
の
集
り
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

エ
ク
ス
プ
レ
ス
を
中
心
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
文
教
セ
ン

タ
ー
に
満
員
の
お
客
様
を
集
め
て

の
盛
況
で
し
た
。
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

に
も
市
行
事
に
も
た
く
さ
ん
参
加

い
た
だ
い
て
心
か
ら
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

風

の

直

七

　
焼
酎
の
次
は
「
直
七
」
で
す
。
大

分
の
カ
ボ
ス
、
徳
島
の
ス
ダ
チ
、

他
柚
子
に
も
負
け
な
い
料
理
ミ
カ

ン
「
直
七
」
は
、
果
汁
が
豊
富
で

皆
さ
ん
も
い
つ
も
何
げ
な
く
使
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
直

七
の
栽
培
を
昨
年
か
ら
奨
励
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
製
品
化
で
す
。「
直

七
ポ
ン
酢
」
の
試
供
品
を
市
内
の

方
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
非
常

に
良
い
味
で
、
他
の
ポ
ン
酢
に
負

け
ま
せ
ん
。
こ
の
「
直
七
」
、
別

名
「
風
の
直
七
」
と
し
て
、
ポ
ン

酢
し
ょ
う
ゆ
と
生
ミ
カ
ン
の
２
本

立
て
で
世
に
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
栽
培
し
て
い
る
方
、
集

荷
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
（
市
役
所

産
業
振
興
課
蕁
６
３
―

１
１
１
７

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
）
小
夏
、

文
旦
に
次
い
で
宿
毛
産
直
七
を
世

に
出
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
常
で
何
げ
な

く
使
っ
て
い
る
モ
ノ
、
食
料
等
々
、

人
に
奨
励
、
紹
介
し
た
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

新
「
宿
毛
ま
つ
り
」

　
「
第
１
回
市
民
祭
宿
毛
ま
つ
り
」

が
絶
好
の
日
和
に
恵
ま
れ
３
日
間

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
つ
の
祭
り
を
一
本
化
し
た
こ

の
祭
り
は
、青
年
会
議
所
の
若
手
を

中
心
に
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

既
存
の
行
事
と
は
言
い
な
が
ら
も
「
こ

ん
ぴ
ら
男
」
と
か
「
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
」

な
ど
新
し
い
企
画
も
取
り
入
れ
て

実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
仲
秋
の

名
月
に
映
え
る
花
火
も
珍
し
く
、

大
勢
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
準
備
か
ら
後
片
付
け
に
携

わ
っ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
第
１
回
と
あ
っ
て
、
種
々
反
省

す
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
反
省
を
次
回
へ
の
糧
に
し
て
、

皆
様
に
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
し
て
充
実

し
た
祭
り
と
な
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

　

エ
バ
と
ビ
ー
バ
ー

　
今
回
は
も
う
一
つ
い
い
話
を
。

静
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
小
野

さ
ん
の
家
庭
紹
介
で
す
。
小
野
夫

妻
の
お
母
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人

暮
ら
し
で
し
た
が
、
小
野
夫
妻
と

一
緒
に
暮
ら
そ
う
と
い
う
こ
と
で

老
母
２
人
と
夫
妻
の
同
居
生
活
を

始
め
た
。
老
母
は
２
人
と
も
「
お
母

さ
ん
」で
す
。呼
び
名
を
考
え
ま
し
た
。

夫
の
老
母
を
Ａ
ば
あ
さ
ん
で
エ
バ
、

妻
の
老
母
を
Ｂ
ば
あ
さ
ん
と
い
う

こ
と
で
ビ
ー
バ
ー
と
決
め
ま
し
た
。

夫
妻
そ
れ
ぞ
れ
が
義
母
に
気
を
つ

か
い
や
さ
し
く
親
切
に
し
合
う
こ

と
で
、
仲
良
く
家
族
の
会
話
も
は

ず
み
、
明
る
い
家
庭
を
形
成
。
そ

こ
に
は
親
と
暮
ら
す
こ
と
を
大
切

に
し
て
き
た
昔
な
が
ら
の
日
本
の

暮
ら
し
が
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う

こ
と
で
う
れ
し
い
お
話
で
し
た
。

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
誌
よ
り
）
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事
業
主
の
皆
さ
ん
ご
存
知

で
す
か
？

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の
６
）

　　
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
１
月

１
日
現
在
に
お
い
て
給
与
の
支
払

を
す
る
（
従
業
員
を
雇
っ
て
い
る
）

方
で
、
そ
の
給
与
に
つ
い
て
所
得

税
の
源
泉
徴
収
を
す
る
義
務
の
あ

る
方
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
給

与
支
払
報
告
書
を
１
月
３１
日
ま
で
に
、

従
業
員
の
１
月
１
日
の
住
所
地
の

市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
※

年
の
途
中
に
退
職
し
、
給
与
等
の

支
払
額
が
３０
万
円
以
下
の
方
に
つ

い
て
の
報
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
市
県
民
税
の
税
額
を
決
定
す
る

た
め
の
重
要
な
資
料
で
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
１１
月
頃
に
税
務
署
か
ら
届
く
年

末
調
整
の
書
類
の
中
に
、
所
定
の

様
式
が
は
い
っ
て
い
ま
す
。
届
か

な
か
っ
た
場
合
は
、
税
務
課
に
も

置
い
て
い
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
す
る
義
務

の
あ
る
方
と
は
？
（
所
得
税
法
第

１
８
３
条
、
１
８
４
条
）

　
居
住
者
に
対
し
国
内
に
お
い
て

給
与
等
の
支
払
を
す
る
者
。
た
だ
し
、

常
時
２
人
以
下
の
家
事
使
用
人
の

み
に
対
し
給
与
等
の
支
払
を
す
る

者
は
源
泉
徴
収
し
な
く
て
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
家
事
使
用
人
（
家
政

婦
等
）
以
外
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
の
方
は
皆
さ
ん
該
当
に
な
り

ま
す
。

市
県
民
税
徴
収
対
策

職
員
の
駐
在

　
高
知
県
で
は
本
年
度
よ
り
３
カ

年
の
計
画
で
、
高
知
県
税
務
課
内

に
県
民
税
徴
収
対
策
チ
ー
ム
を
編

成
し
、
近
年
低
迷
し
て
い
る
県
民

税
の
徴
収
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

県
内
の
市
町
村
に
専
門
職
員
を
派

遣
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
現
在
、
宿
毛
市
も
市
税
の
徴
収

率
が
低
下
し
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
納
税
に
対
す
る
理
解
や
認

識
を
高
め
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
回
、
宿
毛
市
に
も

１０
月
よ
り
来
年
３
月
ま
で
の
６
カ

月
間
に
わ
た
り
、
県
職
員
２
名
が

駐
在
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
県
民
税
を
中
心
と

し
た
市
税
の
徴
収
率
の
向
上
の
た

め
の
滞
納
整
理
や
市
民
の
納
税
意

識
の
高
揚
を
図
る
な
ど
の
活
動
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　宿
毛
市
に
派
遣
さ
れ
た
2
名
の
職

員
を
紹
介
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施

　
１１
月
９
日
（木）
〜
１５
日
（水）
は
秋
の

火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
防
火
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
命
を
守
る

3
つ
の
習
慣
4
つ
の
対
策

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
い
ま
し

ょ
う
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
時
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し

ょ
う
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
つ
か

い
ま
し
ょ
う
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う

　
法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成
１８
年

６
月
１
日
よ
り
戸
建
住
宅
や
共
同

住
宅
に
つ
い
て
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。（
既
存
の
住
宅
は
、
幡
多
西

部
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

平
成
２３
年
６
月
１
日
か
ら
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

に
よ
る
煙
を
感
知
し
警
報
す
る
も

の
で
す
。
特
に
、
住
宅
火
災
に
お

い
て
は
、
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
死

に
い
た
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

早
期
に
火
災
を
気
づ
か
せ
る
重
要

な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

仙
石
邦
彦

「市民の皆さんからお預
かりする市県民税の適正
確保に向け、市役所職員
と一丸となって頑張りま
すのでよろしくお願いし
ます。」

石
田
光
一

「市県民税の賦課、徴収
の公平を図るため、適正
な処理を行っていきま
す。」

消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火

【問い合わせ先】
　税務課　蕁６３－１１１５

税務課からの
お知らせ
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行
　
　
　
事
　
　
　
名

時
　
間

場
　
　
　
所

問
い
合
わ
せ
先

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

10
時

9
時
30
分

市
役
所
　

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

ふ
れ
あ
い
保
育
（
体
験
入
園
）

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

幡
多
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

19
時

幡
多
地
区
中
学
校
（
女
子
）
新
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
〜
12
日
（
日
）

第
25
回
　
幡
荘
中
学
校
野
球
大
会

　
〜
12
日
（
日
）

9
時

9
時

10
時

開
催
日

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

各
　

保
　

育
　

園

宿
毛
市
野
球
場

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
※
日
時
・
内
容
等
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

市
内
各
地

宿
毛
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

ハ
ロ
ー
！
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

高
知
県
立
美
術
館
 

移
動
美
術
館

11
時

宿
毛
工
業
高
校
　
蕁
6
6
｜

0
3
4
6

宿
毛
工
業
高
校

体
育
館

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

9
時

と
れ
と
れ
市
　
｜

み
な
と
オ
ア
シ
ス
宿
毛
｜

宿
毛
湾
漁
協

片
島
市
場
周
辺

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
宿
毛
」
実
行
委
員
会

　
　
事
務
局（
企
画
課
内
）　
蕁
6
3
｜

1
1
1
8

9
時
30
分

寒
蘭
の
里
　

と
さ
宿
毛
展
示
大
会
　

〜
5
日
（
日
）

和
田
体
育
館

商
工
観
光
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
9

13
時

7（
火
）

9（
木
）

1（
水
）

11（
土
）

13（
月
）

15（
水
）

16（
木
）

17（
金
）

4（
土
）

平
成
18
年
度

宿
毛
市
政
功
労
・
善
行
者
表
彰
式

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

学
校
教
育
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
0
2

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
ほ
か

3（
金
）

12（
日
）

西
南
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

9
時

宿
毛
市
教
育
文
化
展
〜
5
日
（
日
）

学
校
教
育
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
0
2

9
時

宿
毛
小
学
校
体
育
館

市
内
　
各
保
育
園

19
時

タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

13
時
30
分

宿
毛
市
中
学
校
音
楽
祭

8
時
50
分

宿
毛
市
小
学
校
音
楽
祭

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

平
田
公
園
多
目
的
広
場

（
工
業
団
地
内
）

企
　
画
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
8

環
　
境
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
6
9
7

9
時

宿
毛
市
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
球
技
大
会

5（
日
）

17
時
15
分

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

9
時

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
西
部
大
会

　開催日：１２月１０日（日）
　料　金：大人５，３００円　小学生３，８００円（昼食付き）
　定　員：１７名
　募集締切：１１月２７日（月）

　開催日：１２月１７日（日）
　料　金：大人５，３００円　小学生４，３００円（昼食付き）
　定　員：１７名
　募集締切：１２月４日（月）

蘆武士の町並み散策と酒蔵探訪ツアー［安芸市・香南市］ 蘆もぎたては最高！東洋町特産ポンカン狩り［東洋町］

　（５：５４宿毛駅発－９：０９高知駅発）
　9：27後免駅発⇒自然・田舎体験⇒16：21後免駅着
　（１８：３７高知駅発－２０：４１宿毛駅着）

　（５：５４宿毛駅発－９：０９高知駅発）
　8：46後免駅発⇒自然・田舎体験⇒18：08後免駅着
　（１８：３７高知駅発－２０：４１宿毛駅着）

土佐くろしお鉄道ＮＥＷＳ
のんびりと鉄道で行く体験ツアーに参加してみませんか。
今回は高知東海岸へのツアーをご案内します。

【問い合わせ先】土佐くろしお鉄道㈱中村駅　蕁０８８０－３５－４９６１

※後免駅発着の料金設定です。後免駅までの費用は別途かかります。また、各ツアーの詳細な行程
の問い合わせや申し込みは、土佐くろしお鉄道㈱安芸駅蕁０８８７－３４－８８００までお願いします。

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

宿
毛
市
行
事
予
定
表

平
成
18
年
　
11
月
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市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
※お昼休みも納付できます。

26（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

11
9（木）
22（水）

市
内
全
域

宿
毛
市
教
育
研
究
所
　
蕁
6
3
｜

1
1
2
7

中
央
公
民
館
　
蕁
6
3
｜

2
6
1
8

あ
い
さ
つ
･
声
か
け
運
動
日

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

宿
毛
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
　

蕁
6
3
｜

1
0
3
8

モ
ラ
ロ
ジ
ー
一
日
女
性
セ
ミ
ナ
ー

26（
日
）

18（
土
）

19（
日
）

20（
月
）

23（
木
）

17
時
15
分

夜
間
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

9
時
30
分

学
校
法
人
栄
光
学
園
宿
毛
幼
稚
園
　
体
験
入
園

宿
毛
幼
稚
園

宿
毛
幼
稚
園
　
蕁
6
3
｜

2
9
1
4

10
時

社
会
保
険
・
年
金
出
張
相
談

市
役
所
　

第
1
会
議
室

（
当
日
、市
民
課
で
受
付
）

市
　
民
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
2

13
時

暴
力
団
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

譛
暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
｜

8
7
1
｜

0
0
0
2

献
　
　
血

幡
多
け
ん
み
ん
病
院

保
健
介
護
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
3

14
時

橋
上
子
ど
も
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
　

5
周
年
記
念
発
表
会

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

竹
　
本
　
蕁
6
4
｜

0
3
3
3

13
時
30
分

休
日
市
税
納
付
窓
口
開
設
日

市
役
所
 

税
務
課

税
　
務
　
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
5

9
時

宿
毛
市
体
育
協
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

9
時

11
時

9
時

第
6
回
　

だ
る
ま
夕
日
び
ら
き

宿
毛
市
体
育
協
会
　

第
6
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

「
マ
ゼ
」
映
画
上
映
会

13
時
30
分

19
時
30
分

13
時
30
分

18
時
30
分

8
時
30
分

第
4
回
　

土
佐
は
し
拳
全
日
本
選
手
権
大
会
宿
毛
場
所

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

13
時
30
分

心
の
健
康
相
談

幡
多
福
祉
保
健
所

幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
　
　
蕁
0
8
8
0
｜

3
4
｜

5
1
2
4

13
時
30
分

心
の
健
康
相
談

幡
多
福
祉
保
健
所

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

21（
火
）

28（
火
）

22（
水
）

30（
木
）

こ
ど
も
の
文
化
浴
事
業

人
形
劇
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」

す
く
も
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

※
は
し
拳
大
会
　
雨
天
時
〜
和
田
体
育
館

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

14
時

13
時
30
分

25（
土
）

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

学
校
教
育
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
0
2

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

商
工
観
光
課
　
蕁
6
3
｜

1
1
1
9

生
涯
学
習
課
　
蕁
6
3
｜

3
3
9
4

宿
毛
歴
史
館

宿
毛
歴
史
館
企
画
展
　
〜
12
月
22
日
（
金
）

「
一
豊
土
佐
入
国
 

功
名
の
か
な
た
に
」

8
時
30
分

宿
毛
歴
史
館
　
蕁
6
3
｜

5
4
9
6

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園

第
33
回
　
宿
毛
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

（
高
校
・
ユ
ー
ス
の
部
）　
〜
26
日
（
日
）

10
時

総
合
運
動
公
園
　
蕁
6
6
｜

1
4
6
7

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

講
師
・・
中
内
美
江
さ
ん
（
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

13
時

坂
本
図
書
館
　
蕁
6
3
｜

2
6
5
4

講
演
会
「
生
き
生
き
と
し
た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
」

講
師
・・
前
橋
　
明
　
医
学
博
士

行
政
相
談
委
員
　
松
岡
　
陽
一

　
　
　
　
　
蕁
6
6
｜

0
1
1
0

13
時

行
政
相
談
「
定
例
相
談
日
」

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

会
議
室
3

4、5、11、12、18、19、25、2611月
高知競馬公式ホームページ 〈ホームページアドレス〉 http://www.keiba.or.jp  〈i-modeアドレス〉 http://www.keiba.or.jp/i/

高知けいば

固定資産税 4期

国　保　税 5期

介護保険料 5期

納期限

行　政 スポーツ 文　化 福　祉

（木）11
30

11
30



濆

現
況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま

す　
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
方
は
こ

れ
ま
で
、
１
年
に
１
回
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
し
た
が
、

１２
月
生

ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
か
ら

も
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
）
と
住
民
基

本
台
帳
の
情
報
が
違
っ
て
い
る

方
②
外
国
籍
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　
ま
た
、
現
況
届
が
不
要
な
方
で
も
、

次
の
場
合
は
該
当
の
届
出
が
必
要

で
す
。

①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い

る
場
合
…
「
生
計
維
持
確
認
届
」

②
障
害
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
…
「
診
断
書
」

※
い
ず
れ
も
提
出
が
必
要
な
方
に
は
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

書
類
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　
税
務
署
等
へ
所
得
の
申
告
を
す

る
際
、
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
を
控
除
と
し
て
申
告
す
る
た
め

に
は
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成

１８
年
度
の
申
告
に
必
要
な
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
は

１１
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書
に
は
、

平
成

１８
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
額
（
口
座
振
替
者
は

１０
月
２
日

引
き
落
と
し
分
ま
で
）
と
、
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
納
付
見
込

額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の

際
に
は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
証

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成

１８
年

１０
月
か
ら

１２

月
ま
で
の
間
に
、
本
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
証
明
書

の
発
送
は
平
成

１９
年
２
月
上
旬
の

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
証
明
書
表
面
に
記
載

さ
れ
た
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　
証
明
書
お
よ
び
領
収
証
書
を
紛

失
さ
れ
た
場
合
は
高
知
社
会
保
険

事
務
局
幡
多
事
務
所
（
蕁
０
８
８

０
―

３
４
―

１
６
１
６
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
！

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
年
金
に
関
す
る
ご
相
談
は
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
年
金
を
ま
だ
も
ら
っ
て
な
い
方
は
…

　
蕁
０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

・
年
金
を
す
で
に
も
ら
っ
て
い
る
方
は
…

　
蕁
０
５
７
０
―

０
７
―

１
１
６
５

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
料
金

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お

知
ら
せ
（
１１
月
）

・
休
日
年
金
相
談

　
１１
月

１１
日

（土）
　
９
時

３０
分
〜

１６
時

・
時
間
外
年
金
相
談

　
１１
月

１３
日

（月）
　

１７
時
〜

１９
時

場
所

高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

　　　　　　　　　　【申し込み・問い合わせ先】
　　　　　　　　　　宿毛幼稚園　蕁６３－２９１４

　学校教育法および学習指導要領の「幼稚園教育要領」
に基づき、「生きる力」の基礎を培うため、心の教育
を重視して、小学校教育につながる幼児教育を行いま
す。広い園庭と自然環境に恵まれた本園では、健康で
豊かな感性を育み、自立心と自律心を育てることを目
指しています。

蘆外国人講師による「英語で遊ぼう」や、体育専門講
師による「運動あそび」も取り入れています。

蘆預かり保育を実施しています。（８：００から受け入れ、
１８：００まで預かり）
※長期休業中および短縮保育中も預かり保育実施。
蘆給食・園バスによる送迎があります。
蘆保育参観はいつでもできます。

学校法人栄光学園宿毛幼稚園

平成19年度  園  児  募  集
　聖ヶ丘保育園 ２歳児（H１６．４．２～H１７．４．１生）�１０名
　 　 　 　 　 　  ０歳児・１歳児　　　　　　　�若干名

募集人員
　宿 毛 幼 稚 園 ５歳児（H１３．４．２～H１４．４．１生）�２０名
　 　 　 　 　 　  ４歳児（H１４．４．２～H１５．４．１生）�２０名
　 　 　 　 　 　  ３歳児（H１５．４．２～H１６．４．１生）�４０名

出願方法
１１月６日（月）より、宿毛幼稚園事務室にて願書を
配布します。

面接日
第１次 　平成１９年１月２７日（土）　９：３０～
第２次 　随時実施

体験入園　11月21日（火） �9：30～11：30
「英語で遊ぼう」を見学できます。
お気軽にご参加ください。
※参加希望の方は、１１月１７日（金）
　までにお電話ください。

受付期間
第１次　平成１８年１１月７日（火）～平成１９年１月２５日（木）
第２次　平成１９年１月２９日（月）～
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1 2 月 の 保 健 衛 生 事 業

【問い合わせ先】保健介護課保健衛生係
　　　　　蕁６３－１１１３

場 　 所 引 取 時 間日
12（火） 10：10～10：20宿 毛 市 役 所

犬の引取り

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

6（水）
20（水）

12：30～14：00
12：30～14：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

21（木）
26（火）

19：30～11：30
19：30～11：30

西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 実 施 時 間日

［パパ・ママスクール］

1（金） 18：30～20：00宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］
　対象児（平成15年10月～11月生）に個人通知します

13（水） 13：00～14：30宿毛市総合社会福祉センター

母子保健

場 　 所 実 施 時 間日

［子育て広場］

4（月）
5（火）

19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 受 付 時 間日

［乳がん検診（マンモグラフィ）］

7（木）
8（金）

※
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

※人数制限があるため予約制です。受付時間は個人通知でお知らせします。

成人保健　各種健診・健康相談はどこでも受けることができます。

各種健診
平成18年度実施の健康診査等の申し込みをされていない方
は、実施日までに早めに保健介護課まで申し込みをしてくだ
さい。

健康相談
毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳とタオル、水等を
持参してください。

場 　 所 集 合 時 間日

［大腸がん検診］

4（月）

5（火）

12（火）

19：00
10：00
14：00
10：00
14：00

鵜 来 島 小 中 学 校
宇 須 々 木 公 民 館
西 町 公 会 堂
東 部 支 所
東部農村環境改善センター

場 　 所 実 施 時 間日
1（金）
4（月）
5（火）
11（月）
15（金）
19（火）
20（水）

21（木）

18：30～11：00
13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00
18：30～11：00
13：30～15：00
19：30～10：30
10：00～10：30
13：30～15：00

鵜 来 島 小 中 学 校
大 島 公 民 館
湊 集 会 所
中 角 集 会 所
鵜 来 島 小 中 学 校
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
古 屋 野 老 人 憩いの 家
貝 礎 隣 保 館
大 海 老 人 憩 い の 家

尊い『命』を救うため、誰でもできる身近なボランティア、
それが『献血』です。これまで『献血』の経験がない方も、
一度『献血』にチャレンジしてみませんか。

場 　 所 受 付 時 間日
30（木）
1（金）

14：00～17：00
19：00～12：00

幡 多 け ん み ん 病 院
宿 毛 市 役 所12月

11月

献　血　多くの皆さんのご協力をお願いします。

※献血については11月の予定も掲載しています。
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濟

環境保全に対する意識を高め「自分たちのまちは自

分たちで美しくする」取り組みとして、本年２回目

となる市民総参加の清掃活動を市内各地で実施します。

期　日　11月12日（日）　小雨決行

　　　　※大雨の場合は11月19日（日）

市民一人ひとりの環境美化に対する意識、ごみを捨

てない意識を高めることが、市民によるきれいなま

ちづくりにつながります。多くの方のご協力をお願

いします。

※実施内容等は各地区で異なりますので、地区回覧

等でご確認ください。

秋の宿毛市クリーンデー 環境課　蕁63－1697
11
12

橋上小学校・橋上中学校の児童・生徒による橋上子

ども和太鼓クラブの５周年記念発表会を開催します。

皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

日　時　11月26日（日）

　　　　13：30開演

場　所　宿毛市総合社会福祉センター

５周年記念発表会
橋上子ども和太鼓クラブ

竹　本　蕁64－0333

こどもの豊かな感性と創造力を育むため、優れた舞

台芸術の鑑賞機会を提供することを目的に、こども

の文化浴事業実行委員会・高知県教育委員会が主催

する人形劇団クラルテ公演「あらしのよるに」が開

催されます。

多くの皆さんのご来場をお待ちいたします。

期　日　11月18日（土）

　　　　13：30開場　14：00開演

場　所　宿毛文教センター　多目的ホール

入場料　3歳～18歳および65歳以上の方

　　　　19歳～64歳の方

主　催　こどもの文化浴事業実行委員会

　　　　高知県教育委員会

共　催　宿毛市教育委員会

チケット販売所　宿毛文教センター

・・・500円

・・・・・・・・・・・・・・・1,000円

人形劇「あらしのよるに」 生涯学習課　蕁63－3394
11
18

11
26

だるま夕日の季節となりました。次の日程で「第6

回だるま夕日びらき」を開催します。また当日は、「第

4回土佐はし拳全日本選手権大会宿毛場所」も合わ

せて開催されます。皆さんお誘い合わせのうえお越

しください。

期　日　11月18日（土）

場　所　すくもサニーサイドパーク

蘆オープニングセレモニー

蘆だるま夕日写真展

蘆大鍋によるいも煮などのサービス（無料）

蘆餅投げ・菓子投げ

蘆つり堀（予定）

蘆第4回土佐はし拳全日本選手権大会宿毛場所

蘆だるま夕日鑑賞

・・・・・・・・・・・・・・・11：00～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11：00～

・・・・・11：00～

・・・・・・・・・・・・・・セレモニー終了後

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12：00～

・・・・・13：30～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17：00頃

第６回だるま夕日びらき 商工観光課　蕁63－1119
11
18

こどもの文化浴事業

入場料　無料
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